
わ い 化 り ん ご 日 の 確 車 防 除 体 系

( 田 拭  果 樹 部 )

1 . 背 景 と わ ら い

り ん ど わ い 化 栽 増 で は , 樹 冠 下 は 清 耕 状 態 に 保 つ こ と が 必 要 で あ る 。 こ の た め , 主

に 除 車 剤 に よ る 防 除 を 行 つ て い る が , 接 触 型 除 草 剤 の 使 用 が 主 体 の た め , 散 布 回 数 が

多 く , ま た , 強 能 車 に 対 す る 効 果 も g s ぃた め ヨ モ ギ , ク ロ ー バ … , イ ス タ デ な ど が 増

加 し や す い 。 こ の た め , 多 年 生 確 車 の 防 除 , 散 布 回 数 の 的 減 , 清 耕 維 持 効 果 の 向 上 を

目 的 と し て 有 効 な 除 車 剤 の 検 索 , お よ び 組 み 合 わ せ に よ る 体 系 的 散 布 の 検 討 を 行 つ た .

2 . 技 術 の 内 害

1 ) 使 用 す る 除 専 用 お よ び 散 布 体 系 は 表 - 1 の 通 り と す る 。

表 - 1  除 車 剤 お よ び 散 布 体 系

優 占 車 種    1 回 目 2 回 目 3 回 目

強 雑 革  1   吸 収 移 行 型

( 高 温 度 )

吸 収 移 行 型

( ほ 濃 度 )

吸 収 移 行 型 ( ほ 温 度 )

ま た は 綬 出 型

2   吸 収 移 行 型

( 高 温 度 )

接 触 型 + 土 壌 処 理 型    吸 収 移 行 型 ( ほ 濃 度 )

ま た は 接 は 型

弱 能 革  3  接 は 型 + 土 壊 処 理 型     吸 収 移 行 型 吸 収 移 行 型 ( 低 減 慶 )

ま た は 接 は 型( 低 濃 度 )

2 ) 散 布 方 法 は , 雑 車 生 育 期 の 雄 革 茎 葉 散 布 と す る 。

3 ) 散 布 回 数 は 3 回 を 基 準 と す る 。

4 ) 開 花 期 ま で に は 樹 冠 下 を 清 耕 に す る た め , 初 回 散 布 は 車 丈 3 0 萌 以 下 , 5 月 上 ,

中 旬 と す る 。

5 ) 2 回 目 以 降 は 能 車 の 再 生 状 況 を 見 て 散 布 す る が , 車 文 3  0  o n 程度 を 目 安 と す る 。

6 ) 通 応 地 域  県 下 全 報

3 . 指 導 上 の 留 意 点

1 ) わ い 化 り ん ご で 使 用 で き る 主 な 除 革 剤 , 散 布 方 法 等 を 表 - 2 , 3 に 示 す 。

表 - 2  除 車 剤 の 種 類 お よ び 散 布 方 法

作 用 特 性 農 薬 名 商 品 名 散 布 要 と , 水 = ( 1 0 a ) ( 温 度 )

茎

葉

処

理

型

聾 葉 吸 収

拷 予々 型

グ リホ サ ー ト

貯 割

ラ ウ ン ドア ッ プ 1 2 5 ～ 1 0 0 0 m i / 5 0 ～

1 0 0 1 ( 1 0 0 ～ 4 0 0 倍 )

接 触 型 ジ ク ワ ッ ト液

剤 , パ ラ ヨ ー

ト減 規

レ グ ロ ッ ク ス

グ ラ モ キ ツ ン S

バ ラ ゼ ッ ト S D

3 0 0 ～ 5 0 0 m 1 / 7 0 ～ 1 0 0 1

1 5 0 ～ 3 0 0 m 1 / 1 5 0 1

土 壌 処 理 型 リ ュ ニ ロ ン 水

千口 減門

D C M U 水 和 剤

C A T 水 和 剤

ロ ロ ッ ク

D C M U

カ ー メ ツ ク ス 他

シ マ ジ ン

3 0 0 g / 1 0 0 ～ 1 5 0 1

2 0 0 g / 7 0 ～ 1 0 0 1

2 0 0 g / 7 0 ～ 1 0 0 1

接 は , 土 壌

処 理 漫 用 型

D C M U . D C

P A t  X M C 水

和 用

ク サ ダ ウ ン D X 1 . 0 ～ 1 . 5 k g / 1 5 0 ～

2 0 0 1
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表 - 3  果 樹 国 に 発 生 す る 主 要 維 車 お よ び 吸 収 移 行 型 除 革 剤 散 布 濃 度

濃 度

広 棄  ク ロ ー バ ー , ギ シ ギ シ , イ タ

イ ネ 科 ス ス キ , ヨ シ , ス ズ メ ノ ヒ エ

ド ク ダ ミ 1 0 0 倍

1 年 生 広 葉  イ ス タ デ , ツ ユ ク サ

多 年 生 広 棄  ヨ モ ギ , タ ン ポ ポ , ハ ル ジ ョ ン , オ オ バ ヨ , チ ド メ グ サ 1 5 0 倍

弱 雑 車 多 年 車 イ ネ 科 ケ ン タ ッ キ ー プ ル ー グ ラ ス , オ ー チ ャ ー ド

1 年 生 広 葉  ス ベ リ ヒ ユ , イ ス ガ ラ シ , ス カ シ タ ゴ ポ ウ , ヒ メ ジ ョ ン

ノ ボ ロ ギ ク

1 年 生 広 棄  ハ ヨ ベ . ミ ミ ナ グ サ , ア カ ザ , ェ ノ キ グ サ

イ ネ 科 ス ズ メ ノ カ タ ビ ラ , メ ヒ シ バ , エ ノ コ ロ グ サ , と ェ

4 0 0 倍

3 ) 接 触 型 除 草 剤 に 土 壊 処 理 型 除 尊 剤 を 混 用 す る と , 接 触 型 の み の 結 殺 速 度 よ り や

や 遅 く な る 。

4 ) 土 壌 処 理 型 除 革 剤 お よ び 土 壌 処 理 効 果 を 有 す る 除 専 用 の 使 用 は , 葉 害 を 避 け る

た め 年 1 回 以 内 と す る 。 ま た , 砂 貿 土 埋 で の 使 用 も 控 え る .

5 ) 個 々 の 薬 剤 の 使 用 方 法 は , 県 雑 革 防 除 基 準 に 準 す る 。

6 ) 初 回 の 散 布 時 期 が 遅 れ る と 雑 革 の 車 丈 が 高 く な る な ど し , 十 分 な 殺 車 効 果 が 期

待 で き な い の で 注 意 す る ,

参 考 文 献 , 資 料   昭 和 5 7 ～ 6 0 年  岩 手 日 試 果 樹 試 験 成 績 書

試 験 成 無 の 概 要
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